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１１ 視視覚覚障障ががいいののああるる 人人のの歩歩行行ににつついいてて

視覚障がいのあ る 人の歩行は、 体を 動かすと いう 動作的な こ と よ り も 、 自分

がど こ に 、 ど う いう 状態で いる のかを 把握（ 認知） する こ と が重要で す。 そ の

た めには、 定位能力を 身に 付ける 必要があ り ま す。 視覚障がい者が歩行の訓練

を する と き には、「「 定定位位」」 とと 「「 移移動動」」 と いう 考え 方が用いら れま す。

視覚障がいのあ る 人にと っ て 、 歩行は常に危険を 伴い、 歩く 際の精神的エ ネ

ルギー（ 緊張感） は相当な も ので ある こ と を 理解し 、 サポート する こ と が重要

で す。

○ 定位…環境内の自分のいる 位置と 目的地の位置を 、 他の重要な 事物と の

関連に おいて 認知する こ と 。

○ 移動…身体を 安全に 移動さ せて いく こ と 。

※ 「 定位」 と いう 概念は時間軸で も 使われ、 時間軸に おける 定位能力に 異

常が生じ る と 、 例え ば今も 昭和だ 、 平成○年（ 過去） だ と 思っ て し ま う 人

も いま す。（ こ の場合の定位の考え 方は、 精神障がいと 関係し ま す。）

視視覚覚障障ががいいののああるる 人人のの歩歩行行手手段段

①① 介介助助（（ ガガ イイ ドド ヘヘルルププ ））

ガ イ ド の誘導によ る 歩行。 視覚障がいのあ る 選手を 担当する 場合は、

腕や肩を 貸し て 、 歩行のサポート を し ま し ょ う 。

②② 白白
はく

杖杖
じ ょ う

視覚障がいのある 人が歩行時に使用する 白い杖

【 白杖を 携帯する 目的】

ア 安全の確保…歩く 先の障がい物から 身体を 保護する 役割

イ 情報の入手…路面の変化や物を 認知する 役割

ウ 周囲への注意喚起…視覚障がいがある こ と を 周囲の人に

知ら せる 役割

第第８８ 章章 視視覚覚障障ががいいののああるる 人人へへののササポポーートト

【 折り た た んだ 白杖】

【 使用する 時の白杖】
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③③ 盲盲導導犬犬

盲導犬を 連れて いる から サポート し な く て よ いと いう こ と はあり ま せ

ん。 盲導犬は、 曲がり 角や段差、 危険な 箇所を 視覚障がい者に知ら せ、

そ れを 視覚障がい者が自分で 判断し て 、 盲導犬に指示し な がら 行動し て

いま す。 行動中（ ＝仕事中） の盲導犬は誘導に集中し て いま すので 、 呼

びかけた り 、 体を な で た り 、 食べ物を 与え た り し な いで く だ さ い。

④④ 電電子子機機器器

障がい物を 探知する も のや、 定位能力を 助ける ナ ビ ゲーシ ョ ン シ ス テ

ムな ど 、 様々な 機器が開発さ れて いま すが、 機器だ けを 使用し て 歩行す

る こ と はほと んど あ り ま せん。 あく ま で 補助具と し て 使用し 、 白杖や盲

導犬と 併用し て 使われて いま す。

⑤⑤ 壁壁なな どど のの伝伝いい歩歩きき

補助具を 使用せずに、室内や路地な ど を 歩行する 場合に 行う 方法で す。

特に 、 普段生活し て いる 場所や、 いつも 出入り し て いる 所な ど は、 頭の

中で 位置関係を イ メ ージ で き る た め、補助具な し で 歩く こ と がで き ま す。

⑥⑥ 点点字字ブブ ロロ ッッ クク とと 音音響響式式信信号号機機

点字ブ ロ ッ ク と 音響式信号機は、 視覚障がい者の歩行を 助ける 設備と

し て は大変有効で す。 し かし 、 点字ブ ロ ッ ク の上に 自転車な ど の障がい

物がある 場合、 通行が困難にな っ て し ま う こ と や、 音響式信号の音が全

国で 統一さ れて いな いな ど 、 多く の課題があ り ま す。

ま た 、 点字ブ ロ ッ ク を 横断歩道上に も 設置し た 場所を 「「 エエ スス ココ ーートト ゾゾ ーー

ンン 」」 と いいま す。 視覚障がいのある 人にと っ て 、 横断歩道を 信号が変わ

る 前に安全に渡り き る こ と は大変難し く 、 危険を 伴いま す。 視覚障がい

のあ る 人も 、安全に道路を 横断で き る よ う にする た めに開発さ れま し た 。

【 エ ス コ ー ト ゾ ー ン 】
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２２ ガガ イイ ドド ヘヘルルププ のの基基礎礎知知識識

（（ １１ ）） ガガ イイ ドド をを すするる メメ リリ ッッ トト

① 最も 安全で 能率的な 歩行手段で す。

② 積極的な 社会参加を 可能に し ま す。

③ 能動的な 態度によ り 、 主体性・ 独立性を 養いま す。

④ ガ イ ド の動き によ り 環境の変化を 判断し 、 認知する こ と がで き ま す。

ガ イ ド によ る 移動サポート で は、 こ のよ う な メ リ ッ ト があり ま す。

た だ し 、 サポート の方法を 知ら な い人、 ま た 、 障がいの程度や状況・ 健康

状態や体力な ど は人によ っ て 異な る ので 、 ガ イ ド を する 前に相手の希望を 確

認し て から 、 誘導し ま し ょ う 。

【 ガ イ ド のポイ ン ト 】

ア 視覚障がい のあ る 人の手を 導く な ど 身体に 触れる 場合は、「 手を よ ろ

し いで し ょ う か。」 な ど 、 言葉を かけて から 行いま し ょ う 。

イ 視覚障がいのある 人と 対面し て いる 場合は、 左右の向き に 注意し て 表

現し ま し ょ う 。

ウ サポート する 際は「 安心し て いた だ く 」こ と を 第一に心掛けま し ょ う 。

（（ ２２ ）） ガガ イイ ドド のの基基本本姿姿勢勢

① サポート する 人は、視覚障がいのあ る 人の手引き を 希望する 側に立ち 、

肘の少し 上を 握っ て も ら いま す。

※ 背の高さ が違う 場合は、 肩に手を かける 方が楽な 場合も あり ま す。

② 「 進みま す。 」 な ど 、 言葉を かけて から 半歩前を 歩き ま す。

③ 相手のペース に合わせて ゆっ く り 歩き ま す。 ま た 、 常に二人分の幅と

相手の背丈を 意識し ま し ょ う 。

④ 段差や障がい物を 避ける 場合は、 事前に必ず言葉を かけま し ょ う 。

※ 途中、 曲がる と き や、 目的地ま で の距離な ど 、 状況を 具体的に説明

し ま し ょ う 。 例：「 右に曲がり ま す。」、「 あと ○○ｍで 到着し ま す。」

⑤ 目的地に 着いた ら 、 言葉を かけて 離れま し ょ う 。

【 基本姿勢】 【 歩く と き 】
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３３ シシ チチ ュュ エエ ーーシシ ョョ ンン 別別ののササポポーートト ・・ ポポイイ ンン トト

（（ １１ ）） 階階段段をを 上上りり 下下りり すするる とと きき

① 階段ま で ま っ すぐ 近付き 、 直前ま で 来た ら 一度立ち 止ま り 、「 階段を 上

り （ 下り ） ま す。」 と 、 言葉を かけま す。 こ のと き 、 つま 先か白杖で 段を

確認し て も ら う と 、 よ り 安全に階段を 上り 下り で き ま す。 ま た 、 手すり

を 利用する 人も いる ので 、 手すり の有無も 伝え ま し ょ う 。

② 相手の一段先を 上り （ 下り ） ま す。

※ 視覚障がい のあ る 人はサポ ー ト す る 人の肘の位置を 確認す る こ と

で 、 上っ て いる のか下り て いる のかが分かり やすく な り ま す。

③ 階段はま っ すぐ 上り （ 下り ） ま し ょ う 。

※ 斜めに 上る （ 下り る ） のは、 大変危険で す。 視覚障がいのある 人が

階段を 踏み外し て し ま う 可能性があり ま す。

④ 階段の終わり で 立ち 止ま り 、 終わり を 伝え 、 視覚障がいのある 人が上

り （ 下り ） 終わる のを 待ち ま す。

（（ ２２ ）） 狭狭いいとと ここ ろろ // 人人がが多多いいとと ここ ろろ をを 通通るる とと きき

① 狭いと こ ろ や人が多いと こ ろ に近づいた

ら 、 一旦立ち 止ま り 「 狭いと こ ろ （ 人が多

いと こ ろ ） を 通る ので 、 前に位置し ま す。」

な ど 、 言葉を かけま す。

② 誘導し て いる 手を 後ろ に回すか、 肩に手

を 置いて も ら い、 縦一列に 並んで ゆっ く り

と 通り ま す。

③ 通過し た ら 立ち 止ま り 、 言葉を かけて 元

に戻り ま す。 【 縦一列に 並んで 通過する 】

【 正面に 立つ 】 【 一段先を 上る （ 下り る ）】
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（（ ３３ ）） 椅椅子子にに座座るる とと きき

① ま ず、 椅子に直角に近付き 、 椅子の種類（ 一人掛け、 長椅子、 背も た

れの有無な ど ） を 説明し 、 座る こ と を 伝え ま す。

② 片方の手で 背も た れに、 テ ーブ ルがある 場合は、 も う 片方の手で テ ー

ブ ルに触れて も ら い、 座る 向き を 確認し 、 座り ま す。

※ ベン チ な ど 、 長椅子の場合は正面から 近付き 、 手や白杖で 確かめて

も ら っ て から 座り ま す。

（（ ４４ ）） 自自動動車車（（ タタ クク シシ ーー）） にに乗乗りり 降降りり すするる とと きき

① 車の向き を 伝え ま す。

② ド ア を 開け、 片方の手で 天井やシ ート を 確認し て 座っ て も ら いま す。

※※ ここ ののとと きき 、、 頭頭をを 打打たた なな いいよよ うう 手手をを 天天井井にに 添添ええ まま しし ょょ うう 。。

③ 安全を 確認し 、 言葉を かけて から ド ア を 閉めま す。

④ 乗車の際は、 サポート する 人が最後ま で 安全確保を し て 後から 乗り 、

降車の際は、 先に降り て 安全確保を 行いま す。

（（ ５５ ）） ババスス にに乗乗りり 降降りり すするる とと きき

① バス の乗降口の直前で 止ま り 、 バス に乗る こ と を 伝え ま す。

② 視覚障がいのある 人の片方の手を 手すり に 導き 、 乗り ま す。

※※ 同同乗乗すするる 場場合合はは、、 相相手手のの一一歩歩先先をを ゆゆっっ くく りり 乗乗りり まま すす。。

※※ 降降りり るる とと きき はは逆逆のの手手順順でで すす。。

【 椅子に 直角に 近付く 】 【 背も た れに 触れて も ら う 】 【 座る 】

【 シ ート を 確認し て 座る 】 【 天井に 手を 添え ま し ょ う 】
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（（ ６６ ）） 電電車車にに乗乗りり 降降りり すするる とと きき

① 電車のド ア に、 ま っ すぐ 近付き ま す。

② ド ア が開いて から 、 視覚障がいのある 人の空いて いる 手を 、 ド ア の近

く の手すり に導き ま す。

③ ホ ームと 電車の間や段差が、 ど のく ら いあ る か伝え ま し ょ う 。

※ 駅によ っ て 電車と ホ ームの隙間や高さ が異な る ので 注意し ま し ょ う 。

④ 視覚障がいのある 人が、 つま 先か白杖で ホ ームのへり を 確認し 、 言葉

を かけて 二人で 一緒に乗り ま す。 こ のと き 、 少し 大ま た を 意識し ま し ょ

う 。

（（ ７７ ）） 食食事事をを すするる とと きき

① 皿や箸な ど を 説明する と き は、 直接手で 触れて も ら いま す。

② テ ーブ ル上の配置を 説明する と き は、 時時計計のの文文字字盤盤を 例に説明し ま

す。

視覚障がいのある 人の手元が６ 時、 真正面が１ ２ 時、 右側が３ 時、 左側

が９ 時と し て 説明し ま す。

※※ 和和食食なな どど 、、 器器ごご とと にに内内容容がが分分けけてて ああるる 場場合合、、 端端のの器器かからら 順順にに 説説明明

すするる とと よよ いいでで しし ょょ うう 。。

【 お弁当の説明】

お 弁 当 の 中 身 を 説 明 す る

と き は、 ま ずご 飯の位置を 説

明し 、 確認し やすい順番で お

かずを 説明し ま す。

（ 右の写真は福井大会の例）

１１ ２２

９９ ３３

６６
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（（ ８８ ）） トト イイ レレ をを 利利用用すするる とと きき

① 視覚障がいのある 人が異性の場合、 同性の人にサポート を お願いし ま

し ょ う 。

② ト イ レ の中で は、 便器の種類（ 和式・ 洋式）、 位置、 向き 、 ト イ レ ッ

ト ペーパーの位置、 水の流し 方、 鍵の開閉の仕方な ど を 説明し ま し ょ

う 。

③ 男性用の小便器の場合は、 便器の形態を 説明し 、 中央に位置する よ う

誘導し ま し ょ う 。

【 やっ ち ゃ ダ メ ！！NG行為】

次の三つのこ と は、 絶対し な いで く だ さ い。 気を 付けま し ょ う ！

① 白杖を 持つ ② 腕を 引っ 張る ③ 後ろ から 押す
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